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                                        令和 2年 3月 10日 

   KEMPOSご担当 殿  

                                            株式会社 ネットワークス 

                                                           〒561-0893 豊中市宝山町 23-31 

                                        TEL06(6844)1069 FAX06(6844)2754 

                                                           〒102-0083 千代田区麹町 4-1-4 

                                        TEL03(3556)2921 FAX03(3556)2923 

 

令和 2年 3月意匠法改正バージョンアップのご案内 

第 4版 

 

 

あ 拝啓 貴所益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。毎度格別のお引立てに預かりありがとうございます。 

さて、KEMPOSに関し、以下の点につきバージョンアップを行いますのでご案内申し上げます。 

 

 

１ 4月 1日施行の国内意匠法改正について 

 
１． 意匠権の存続期間が現在の「登録日から 20年」から「出願日から 25年」に変更されます。 

特許庁に問い合わせ、既存の意匠出願には影響がなく、4月以降の出願のみ適用と確認しました。 

3月までの出願を元とした分割出願、関連意匠出願については 4月以降の出願でも従来の存続期間

となりますが、本意匠が 4月以降の関連意匠については本意匠の出願日から 25年となるので 

「意匠 R02」、「関連意匠 R02」の種別を追加します。 

※国際登録を基礎とした意匠出願も存続期間が変更となりますが、こちらは国際登録日を 

 基準として存続期間を自動設定します。 

２． 関連意匠の出願可能期間が、本意匠の出願日から 10年以内までに延長されます。 

「関連意匠出願」という期限項目を追加し、出願時に 10年後の期限を設定します。 

出願種別に設定項目を追加する他、出願台帳をはじめ条件検索、期限一覧、編集コード、 

KEMPOSOfficeなど「関連意匠出願期限(関連意出期限)」という期限をフォームに追加します。 

 

 

２ KEMPOSの動作環境について（バージョンアップお申し込み前にご確認下さい） 
前回バージョンアップからMicrosoft Office 32bit版に加え64bit版にも対応となりました。 

これに伴い、Microsoftがサポートしている Office 2010以後の環境でのみ動作可能となります。 

サポートが終了している Office 2007以前のバージョンをお使いの方は、今回のバージョンから動作しなく

なりますので予めご確認ください。 

Office 2010についても本年 10月 13日でサポートが終了しますのでご留意ください。 

 

尚、今回のリリースは Ver830となります。 

敬具 
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改訂履歴 

 

版数 発行日 改訂内容 ページ 

第 1版 2020年 2月 21日 初版発行  

第 2版 2020年 3月 2日 
バージョンアップのご案内□1 -２ 

受任台帳フォームへの関連意匠出願期限の追加はないため記載を削除 
1 

第 3版 2020年 3月 5日 

HK特許/OGPの出願台帳における出願手続時の審査請求期限計算に関する

説明について、「（原）出願日から 3年」の記載を「優先権日または出願日

から3年」に修正 

10 

第 4版 2020年 3月 10日 

関連意匠(WO)の出願の存続期限設定について、同ページの意匠(WO)の 

登録時のような出願日のチェックは行わないため記載を修正 

存続期限は本意匠から転記される旨追記 

6 

 

 

 



 3 

 

目  次 

 

 

（１）4月 1日施行の国内意匠法改正対応 

 

１．法改正後の存続期間「出願日から25年」に対応する出願種別「意匠R02」、「関連意匠R02」を追加しました。 .. 4 

 

２．「関連意匠出願」の期限項目を追加し、出願日から10年の期限を管理できるようにしました。 .............. 7 

 

（２）外国関連 

 

３．2019年12月施行の香港特許法改正に伴い、直接出願（OGP：Original Grant Patent）の入力に対応しました。 9 

 

４．IDS期限について、設定された期限がシステム日付より前だった場合にメッセージを表示するようにしました。

 ................................................................................................... 13 

 

（３）その他の動作設定 

 

５．PCT分割の際、国際出願日に応じて指定国台帳に設定する出願種別を判断できるようにしました。.......... 14 

 

６．雛型等のWord、Excelファイル選択の際、拡張子docx、xlsxのファイルも表示するようにしました。 ........ 15 

 

７．文書作成におけるWord出力時の出力先をCFGファイルによって指定できるようにしました。 ............... 16 

 

（４）編集コード 

 

８．出願台帳の権利範囲タブ内の要約書部分の内容を出力するコードを追加しました。 ...................... 17 

 

９．関連意匠出願期限を出力するコードを追加しました。 ................................................ 17 

 

（５）電子出願フォーム（オプション機能） 

 

10．Wordファイル(.doc)の形式で出力する機能を追加しました。 .......................................... 18 

 

11．アクセスコードに付随する情報を出力する機能を追加しました。 ...................................... 19 

 

 



 4 

（１）4月1日施行の国内意匠法改正対応 

 

１．法改正後の存続期間「出願日から 25年」に対応する出願種別「意匠 R02」、「関連意匠 R02」を追加しました。 

 

・令和 2年 4月以後の意匠出願は存続期間が出願から 25年となりますので「意匠 R02」の種別を追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和 2年 4月以後出願の意匠を本意匠として出願する関連意匠も同様に存続期間が本意匠の出願日より 25年と 

 なりますので「関連意匠 R02」も同様に追加します。 
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・新規意匠出願を「意匠 R02」の種別で作成した場合、出願手続を行う際に出願日のチェックが機能します。 

 「意匠 R02」の出願台帳で令和 2年 4月以前の出願日を入力しようとすると以下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・反対に「意匠 H19」の出願台帳で令和 2年 4月以後の出願日を入力しようとした場合には、 

 以下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

・また、入力した出願日が令和 2年 4月以後の場合でも、原出願日、本意匠の出願日が設定されている場合には、 

 そちらの出願日に合わせた種別が設定されるように上記メッセージが表示されます。 

 

・「意匠 R02」および「関連意匠 R02」で作成した出願台帳では、登録時に出願日（原出願日、本意匠の出願日） 

 から 25年の存続期限が設定されます。 
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・「意匠(WO)」は存続期限の計算を出願日から 25年に設定を変更しますが、登録時に出願日をチェックして、 

 2020年 4月以前の出願日だった場合には以下のメッセージを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「関連意匠(WO)」については、登録時に本意匠から存続期限を転記するため、本意匠の種別に準じます。 

 

・なお、出願取込ソフトを使用した際にも、同様に出願日のチェックを行います。 
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２．「関連意匠出願」の期限項目を追加し、出願日から 10年の期限を管理できるようにしました。 

 

・出願種別に「関連意匠出願期限起算」と「関連意匠出願期限期間」を追加して、「意匠 R02」の種別にて 

 それぞれ「出願(遡及)」、「10(年)」を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「意匠 R02」の出願台帳にて出願手続を入力する際に、これを本意匠として関連出願が可能な期限、 

 出願日から 10年後の期限を設定する確認が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、出願取込ソフトを使用した際にも同様の確認が表示されます。 
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・これにより出願台帳の出願書誌タブに追加された「関連意出期限」に期限が設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・期限一覧にも「関連意出」期限を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・通知状などに出力するため、以下の編集コードを追加しています。 

 {PH}：関連意匠出願期限 
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（２）外国関連 

 

３．2019年12月施行の香港特許法改正に伴い、直接出願（OGP：Original Grant Patent）の入力に対応しました。 

 

・欧州または中国の出願を基礎としない、香港に直接出願するルートが追加されましたので、 

 出願種別に「HK特許/OGP」を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基本設定として以下の設定をしています。 

 存続期間：香港出願日または原出願日から 20年 

 審査請求期限：優先日または出願日から 3年 

 

・下図は応答期間の設定です。 
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・下図は HK特許/OGPで使用する手続設定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実際の入力に伴う処理は以下の通りです。 

 

①出願手続にて審査請求期限を優先権日または出願日から 3年で設定します。 
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②実体審査により審査通知が発行されますので、4か月の応答期限を設定します（2か月の延長が可能）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③代理人に指示を行い、完了報告があった時点で OA報告を入力して期限を解除します。 

 

④拒絶理由が解消されない場合、暫定拒絶通知が発行されますので、2か月の再審査請求が可能な期限を設定します 

 （2か月の延長が可能）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤期限までに再審査請求の手続を入力することで期限を解除します。 
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⑥再審査請求を受けて、香港知財庁から再審査意見書が発行されますので、2か月の意見書期限を設定します 

 （2か月の延長が可能）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦期限内に意見書を提出して期限を解除します。 

 

⑧拒絶理由が解消されない場合、最終拒絶通知が発行されます。ここでは仮に 2か月の期限を設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧登録査定となった場合には登録査定を入力し、その後、登録手続を入力することで他の種別と同様に 

 年金期限管理の開始となります。 
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４．IDS期限について、設定された期限がシステム日付より前だった場合にメッセージを表示するようにしました。 

 

・手続を入力して設定されたIDS期限が今日よりも前の日付の場合には下図のメッセージが表示されます。 
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（３）その他の動作設定 

 

５．PCT分割の際、国際出願日に応じて指定国台帳に設定する出願種別を判断できるようにしました。 

 

・PCT分割等の手続で出願台帳を作成する際、出願種別設定画面の「指定国出願分類」の設定を考慮して 

最新の出願種別を設定しており、法改正によって新・旧の出願種別を使い分ける必要がある国については、 

必要に応じて古い出願種別を出願台帳で設定していただいていました。 

その点を改善するため、下図のように出願種別設定画面に基準日を設け、PCT出願の出願日と比較して 

基準日よりも出願日の方が前の日付の場合、法改正前（最新種別の一つ前）の出願種別で出願台帳を 

作成するよう対応しました。 

 

・CA特許を例にすると、元となる出願種別の「指定国出願分類」に「CA特許/19」が設定されているため、 

今までは PCT出願の出願日に関係なく「CA特許/19」で出願台帳を作成していました。 

今回からは、指定国出願分類に設定されている出願種別の基準日と PCT出願の出願日を比較し、 

基準日よりも出願日の方が前の日付の場合、CA特許/89で出願台帳が作成されます。 
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６．雛型等の Word、Excelファイル選択の際、拡張子 docx、xlsxのファイルも表示するようにしました。 

 

・バージョンアップ前の文書書式画面での Excelテンプレート選択時の動作です。 

 参照ボタン押下後に表示されるダイアログボックスのデフォルトのフィルターが「*.xls」であったため、 

 拡張子が.xlsxのファイルを選択するには「*.*（すべてのファイル）」に選択しなおす必要がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・バージョンアップ後の動作です。フィルターの変更により、xlsxファイルもデフォルトで表示されるように 

 なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文書書式以外の画面でのファイル選択時、および Wordファイル（.doc、.docx）の選択時についても 

 同様に動作します。 
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７．文書作成における Word出力時の出力先を CFGファイルによって指定できるようにしました。 

 

・バージョンアップ前は文書編集画面から Word出力する際、C:\kmpSQLフォルダ内に文書が作成されました。 

 

・今回から kempos.cfg内の「WRD_DIR」でパスを指定することで、 

指定したパス内に文書を作成することができるようになります。※初期値は「C:\kmpSQL\」です。 

 

 

 

 

 

 

・「WRD_DIR」での指定パスでの出力の実行は、管理事項設定画面のその他タブ内の「送付状自動保存」にて 

 以下のいずれかを選択している必要があります。 

 ①指定の保存先に保存 

 ②指定の保存先に文書名で保存 

 

 

 

 （中略） 
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（４）編集コード 

 

８．出願台帳の権利範囲タブ内の要約書部分の内容を出力するコードを追加しました。 

 

・{RS>：出願台帳の権利範囲タブ内のデータの【要約】の文字から末尾までを出力します。 

 

 

９．関連意匠出願期限を出力するコードを追加しました。 

 

・{PH}：関連意匠出願期限 
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（５）電子出願フォーム（オプション機能） 

 

10．Wordファイル(.doc)の形式で出力する機能を追加しました。 

 

・フォームに表示される拡張子は.TXTのままになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・出力後の画面です。Wordでデータが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・なお、デフォルトでは従来通りテキストファイル(.txt)形式での出力となっていますので、 

 Wordファイル形式での出力をご希望の場合、バージョンアップ作業時にお問い合わせください。 
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11．アクセスコードに付随する情報を出力する機能を追加しました。 

 

・例として以下のような優先権が関連出願に設定されている出願台帳を元に提出データを作成した場合、 

 アクセスコードの出力に伴って下図電子出願画面のような情報が付加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関連出願の法区分に基づいて【出願の区分】特許 を出力しています。 

 法区分が意匠の場合には、 【出願の区分】意匠登録 と出力します。 

 

・アクセスコードの下には 

 【優先権証明書提供国（機関）】 世界知的所有権機関 を出力していますが、国分類が台湾の場合のみ 

 【優先権証明書提供国（機関）】 台湾 と出力します。 


